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従業u
企業の皆

{[7を支払

皮J があ

{列えはf

!こ 600

場合、 こσ
年かけ、司

円の支払

の差額 2]

資金ぐり

くことカ、

企業の皆

くその他

じ〉退職金

c>掛金は

扱いと

c>従業員

集会所

じ〉加入は

〈お間合

市役所

東信労

上回商

一
=
一
乱
立
土
才
む

十
一
月
一
日
発
行
め
広
報
う
え
だ
「
働

く
婦
人
の
家
で
初
の
料
理
教
室
」
の
中

11月21日と23日、えびす講でにぎあう市内の繁華街で、「真田出陣太鼓」の一行が威勢よ

く太鼓をうちならして初陣ひろうを行いました。

この出陣太鼓は、市内の芸能グループ「笑喜会」のメンバーで太鼓好きな人たちが集り

「上田城を築いた真田氏にちなんだ太鼓を」と考えだしたもので、パチさばきも、今まで

祭りなどで腕をみがいた人たちだけに玄人はだし、市内 6か所でひろうしましたが、どこ

でも人がきができ大きな拍手を受けていました。

昭和27年12月22日第3種郵便物認可・毎月 1日・ 16日発行・定価1部3同

の
「
山
崎
栄
養
士
」
は
「
岩
崎
栄
長
士
」

の
誤
り
で
し
た
。

お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
主
す
。

市民の動き(11月1日現在)
出生以下は10月中の数字

107.814 ( + 152) 
52.412 (+ 97) 
55.402 (+ 55) 
31.190 (+ 46) 
129 (- 2) 
58 (+ 8) 
94 (+ 67) 
8 (ー 1)

( ，内は山jJ比

人口総数

男

女

世帯数

出生
死亡
婚姻

離婚

主な内容
駅誘致を目途に北陸新幹線を考える一.............一....2・3面

ミカンの容器に⑮表示「基準価格販売」を実施...........一一3面
小泉さん、黒坂さん、田中さん、藤田さん、矢口さん

… 4面
が叙勲

「市役所が身近に・・・・・・」一日市職員の皆さん・・・・・・・・・・・一.....5面
交通規制地区が拡大...一....一.....…ー一一一・ー・ー・ー・-一一..一一.5面
保育園児を募集 1月12日から .................................6面

年末年始のごみ収集29日・ 30日 ..6面
便所のくみとり 29日まで

使用目的を明確に、戸籍謄本の交付手続き
一7面

12月 1日から実施
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駅
の
位
置
は
市
発
展
の
カ
ギ

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を

t: ス.

北
陸
新
幹
線
の
上
田
駅
実
現
を
目
途
に
、
市
の
誘
致
対
策
本
部
や
各
誘
致
対

策
委
員
会
で
は
、
県
、
運
輸
省
、
日
本
鉄
道
建
設
公
団
等
へ
陳
情
な
ど
積
極
的

な
誘
致
運
動
せ
守
行
う
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
上
田
市
を
中
心
と
し
た
地
域
の

発
展
を
考
え
、
ト
一
越
・
山
陽
新
幹
線
な
ど
を
研
究
資
料
と
し
て
視
察
、
研
究
、

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
市
議
会
新
幹
線
対
策
特
別
委
員
会
が
、
十
月
+
九
日

か
ら

三
日
間
、
山
陽
新
幹
線
の
三
原
市
、
福
山
市
(
川
上
広
島
県
)
、
小
郡
町
、

岩
国
市
(
以
上
山
口
県
)
を
視
察
。
在
来
線
の
駅
を
中
心
と
し
た
地
域
市
町
村

何
発
展
を
目
的
と
し
、
新
幹
線
駅
の
本
来
線
駅
併
設
を
強
力
に
は
た
ら
き
か
け

実
現
し
た
三
原
市
、
福
山
市
、
小
郡
町
は
、
都
市
区
画
整
備
を
力
強
く
進
め
て

い
ま
す
が
、
岩
国
向
。
で
は
「
駅
が
で
き
れ
ば
よ
い
」
と
、
あ
ま
り
積
極
的
な
運

動
奇
行
わ
な
か
っ
た
た
め
、
南
街
地
か
ら
十
二
局
も
離
れ
た
所
に
駅
が
で
き
、

市
街
地
が
大
き
な
打
繁
&
受
け
、
市
の
発
展
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
な
ど
か

ら
、
積
極
的
な
駅
一
荷
数
運
劃
の
重
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
、
広
報
う
え
だ
で
六
回
に
わ
た
り
、
新
幹
線
の
概
要
や
新
幹
線
通
過

都
市
の
現
状
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
が
、
市
の
発
展
を
に
ぎ
る
「
上

田
駅
」
実
現
の
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
力
強
い
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も

に
、
ご
意
見
、
ご
要
望
を
事
務
局
(
市
役
所
二
階
観
光
課
内
)
ま
で
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

ヴー第732号一一一白(約締端的一一広報一ー第732号ー

め
滞
在
時
間
が
短
か
く
な
る
と
と
も
に

商
底
や
飲
食
庖
に
大
き
な
影
響
が
出
て

き
て
い
ま
す
。
そ
の
う
え
、
在
来
線
か

ら
新
幹
線
に
(
あ
る
い
は
そ
の
逆
)
乗

)
幸

L
・
3
F
t、
L
Ll
E
凡

g
i
l-
-
E
I
1日

活
気
あ
る
町
に

駅
設
置
で

福山市

一
重
高
架
方
式
に
よ
り

市
内
の
交
通
事
情
を
改
善

福
山
市
で
は
、
新
幹
線
基
一
本
計
画
発

表
と
同
時
に
、
市
が
中
心
と
な
り
近
隣

市
町
村
を
含
め
、
全
県
的
な
誘
致
運
動

組
織
と
呼
応
し
て
誘
致
運
動
を
和
僚
的

に
、
展
開
、
駅
を
笑
現
さ
せ
ま
し
た
。

福
山
市
の
運
動
の
特
色
は
、
在
来
線

が
市
を
二
分
し
、
踏
切
数
が
二
十
数
か

所
も
点
在
、
交
通
の
大
き
な
障
害
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
新
幹
線
駅

実
現
と
在
来
線
踏
切
の
立
体
化
を

一
つ

に
合
わ
せ
た
、
二
重
高
架
方
式
(
線
路

を
三
階
建
て
と
し
、
一

階
を
自
動
車
道
、

I J、君日田T

二
階
を
在
来
線
、
三
階
を
新
幹
線
と
し

た
)
の
抹
用
を
国
鉄
へ
要
望
し
た
と
こ

ろ
、
国
鉄
で
は
、
新
駅
設
置
を
計
画
し

て
い
た
が
、
在
来
線
を
利
用
し
た
高
架

方
式
は
、
土
地
買
収
伐
用
な
ど
が
少
な

く
て
す
む
と
し
て
、
採
用
。
踏
切
が
全

廃
さ
れ
、
交
通
渋
滞
が
な
く
な
る
な
ど

交
過
半
怖
が
大
き
く
改
長
け
さ
れ
ま
し
た
「

こ
の
反
面
、
三
階
と
高
附
に
な

っ
た

た
め
、
一
部
で
日
照
権
と
川
波
障
害
が

問
題
と
な
り
ま
し
た
・
か
、
日
照
権
問
題

は
、
現
在
、
緩
衝
地
借
を
作
る
よ
う
法

律
で
規
制
さ
れ
、
一
屯
波
障
害
は
国
鉄
が

メ
ー
ン
ア
ン
テ
ナ
を
建
て
各
家
庭

へ
送

信
す
る
な
ど
改
善
に
努
力
し
て
く
れ
た

た
め
、
問
題
化
せ
ず
解
決
し
ま
し
た
。

騒
音
、
娠
動
な
ど
他
の
公
定
円
問
題
は
、

現
在
、
お
き
て
い
な
い
そ
う
で
す
c

積
極
性
欠
く
誘
致
運
動

市
の
発
展
に
ひ
ず
み

岩
田
市
は
、
広
島
市
と
近
距
離

(
約

四
O

J
)
の
た
め
、
あ
ま
り
和
極
的
な

誘
致
運
動
を
展
開
す
る
と
、
新
幹
線
駅

笑
現
に
悪
い
路
特
が
で
る
の
で
は
な
い

か
と
、
近
隣
市
町
村

へ
の
は
た
ら
き
か

け
も
、
誘
致
団
体
も
組
織
せ
ず
に
市
の

行
政
ペ
ー
ス
の
み
で
新
幹
線
駅
の
誘
致

逆
動
を
し
、
駅
設
置
場
所
の
要
望
も
し

な
か

っ
た
結
巣
、
国
鉄
は
、
岩
国
に
新

幹
線
の
保
線
基
地
を
必
要
と
し
、
広
い

土
地
確
保
の
た
め
、

市
街
地
か
ら
十
二

時
も
は
な
れ
た
山
間
地
に
新
岩
国
駅
を

設
置
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
錦
帝
僑
な
ど

の
観
光
地

を
訪
れ
る
客
は
、
大
部
分
が
新
幹
線
の

新
岩
国
釈
を
利
用
す
る
た
め
、
市
街
地

観
光
地

へ
の
中
継
点
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
現
状
で
す
が
、
商
庖
の
売
上
げ

が
倍
か
ら
三
倍
に
な
る
な
ど
新
幹
線
の

効
果
が
表
わ
れ
て
い
ま
す
。

(夜
米
駅
中
心
地
)
に
立
ち
寄
る
こ
と

な
く
新
駅
へ
も
ど
る
た
め

(左
図
)
客

「

現
状
や
こ
の
視
察
の
状
況
を
市
民
の
皆

さ
ん
-
人
-
人
が
、

十
分
検
討
し
、
転

た
ち
の
上
回
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
新

幹
線
に
す
る
た
め
、
品
目
き
ん
の
ご
立
は

岩国市
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都
宮
川
の
現
状
お
ど
e
F
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し

田
駅
」
実
現
の
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
力
強
い
協
力
を
本
願
い
す
る
と
と
も

に
、
ご
意
自
民
、
ご
要
望
壱
事
務
房
(
市
役
所
二
階
観
光
課
内
)
ま
で
お
寄
せ
〈

J
さ
い
・

め
均
G.
時
間
が
短
か
〈
な
る
と
と
も
に

福
岡
山
町
や
飲
食
街
に
大
き
な
膨
容
が
出
て

当
て
い
正
す
・
そ
の
?
ぇ
、
紅
来
線
か

ん
新
幹
線
に
あ
ろ
ト
は
そ
の
逆
}
来

り
跡
的
え
る
時
は
、
ニ
ト
五
分

i
二
一
ト
分

か
か
る
必
給
パ
ヌ
を
利
用
し
な
け
れ
ば

な
ら
す
交
通
機
関
の
利
用
体
系
が
複
雑

化
し
た
う
え
、
道
路
事
情
も
悪
く
、
ま

た
、
新
山
石
国
駅
か
山
間
部
の
水
田
地
帯

に
あ
る
た
め
都
市
計
画
筆
備
事
業
も
、

ま
ま
な
ら
ず
、
市
民
生
活
、
商
工
業
の

発
版
、
観
光
客
誘
致
な
ど
に
多
く
の
問

題
を
か
か
え
て
い
ま
す
。

だ (京務長括協~r) 第732~_

カンの容器に

えつ一(3ト一昭和51年12月1E:I 広報

⑮表示

、、、

「基準価格販売」を実施

15 日 ~25 日12月

市
で
は
、
毎
年
実
施
し
て
肝
評
を
得

て
い
る
ミ
カ
ン
の
「
基
準
価
格
販
売
」

を
、
今
年
も
ト
二
月
十
五
日
か
ら
二
十

五
日
ま
で
、
青
果
商
組
合
の
ご
協
力
を

得
て
、
市
価
よ
り
安
値
で
行
い
ま
す
。

今
年
は
、
今
ま
で
の
実
績
か
ら
、
最

も
消
貨
の
多
か
っ
た
価
格
帯
の
「
佐
賀

駅
j舌設
気置
あで
色

町

小郡町

小
郡
町
は
、
山
陽
本
線
と
山
口
線
の

分
岐
点
で
あ
る
こ
と
と
、
県
都
山
口
市

の
玄
関
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
在
来
線
駅

併
設
を
か
か
げ
近
隣
市
町
村
を
含
め
、

誘
致
運
動
を
積
極
的
に
展
開
、
駅
を
実

現
さ
せ
ま
し
た
。

小
郡
町
は
、
交
通
の
拠
点
と
し
て
駅

は
実
現
し
ま
し
た
が
、
観
光
資
源
に
と

県
産
ミ
カ
ン
」
に
基
準
価
格
を
設
け
て

取
り
扱
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

基
準
価
格
の
ミ
カ
ン
に
は
、
そ
の
容

器
へ
⑮
と
表
示
を
し
ま
す
の
で
、
こ
の

表
示
を
目
あ
て
に
お
買
い
も
と
め
く
だ

さ
い
。

ミ
カ
ン
な
ど
青
果
物
の
場
合
は
、
市

場
価
格
が
毎
日
変
化
し
ま
す
の
で
、
基

準
価
格
は
、
常
に
一
定
に
保
ち
な
が
ら

ミ
カ
ン
の
規
格
(
大
き
さ
)
な
ど
に
よ

り
、
基
準
価
格
に
見
合
っ
た
ミ
カ
ン
を

販
売
し
て
い
き
ま
す
。

必
準
価
格
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
価

格
動
向
を
検
討
し
、
青
果
商
組
合
と
話

し
あ

っ
て
十
二
月
十
日
頃
ま
で
に
決
定

す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
決
定
し
た
基

準
価
格
に
つ
い
て
は
、
取
り
扱
い
期
間

中
、
底
の
届
頭
ヘ
ポ
ス
タ
ー
で
表
示
す

る
と
と
も
に
、
有
線
放
送
、
広
報
卓
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

ほ
し
い
た
め
、
山
口
市
、
萩
市
な
ど
の

そ
の
結
果
、
錦
帝
橋
な
ど
の
観
光
地

を
訪
れ
る
客
は
、
大
部
分
が
新
幹
線
の

新
岩
田
駅
を
利
用
す
る
た
め
、
市
街
地

観
光
地
へ
の
中
継
点
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
現
状
で
す
が
、
商
広
の
売
上
げ

が
倍
か
ら
三
倍
に
な
る
な
ど
新
幹
線
の

効
果
が
表
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
駅
南
口
の
撃
備
を
五
十
二
年

完
成
を
目
指
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

三
原
市
に
つ
い
て
は
、
九
月
一
日
発

行
の
広
報
う
え
だ
に
掲
載
し
ま
し
た
の

で
省
略
し
ま
し
た
。

ご
意
見
ご
要
望
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

今
ま
で
お
知
ら
せ
し
た
、
視
察
地
の

安
心
し
て
買
え
る
よ
う
配
慮
を
し
て

安
い
野
菜
を
販
売

キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
五
品
目

一月
の
毎
土
曜
日

白
川

青
果
商
組
合
で
は
、
毎
週
土
曜
日
に

「
青
果
特
売
日
」
を
設
け
安
売
り
を
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
野
菜
の
出
回
り
量

が
少
く
な
る
、
一
月
、
二
月
の
特
売
日

は
、
家
計
調
査
の
結
果
な
ど
か
ら
消
費

量
の
多
い
「
キ
ャ
ベ
ツ
」
「
は
う
れ
ん

そ
う
」
「
白
菜
」
「
き
ゅ
う
り
」
「
鶏

卵
」
の
五
品
目
を
取
り
扱

っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

こ
の
う
ち
「
キ
ャ
ベ
ツ
」
は
、
全
屈

で
取
り
扱
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
ほ

か
の
四
品
目
に
つ
い
て
は
、
各
底
で
自

主
的
に
選
び
、
「
特
売
品
」
の
表
示
を
し

て
販
売
し
ま
す
。

特
売
口
聞
の
価
格
は
、
市
内
の
取
り
扱

い
広
が
手
数
料
を
一

O
%
に
抑
、
ぇ
全
庖

同
一
価
格
で
販
売
す
る
と
と
も
に
市
民

の
皆
さ
ん
に
わ
か
り
や
す
く
、
み
か
ん

の
基
準
価
格
販
売
と
同
じ
、
協
力
居
ポ

ス
タ
ー
を
庖
頭
に
表
示
し
ま
す
の
で
、

こ
の
ポ
ス
タ
ー
の
あ
る
庖
で
お
買
い
も

と
め
く
だ
さ
い
。

こ
の
冬
期
安
定
対
策
に
つ
い
て
、
ご

意
見
、
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市

役
所
市
民
課
生
活
係
へ
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
(
宮
@
四
一

O
O内
線
二
七
六
)

現
状
や
こ
の
視
察
の
状
況
を
市
民
の
皆

さ
ん
-
人
-
人
が
、
十
分
検
討
し
、
私

た
ち
の
上
回
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
新

幹
線
に
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見

こ
要
望
を
、
手
紙
な
ど
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
の
で
「
北
陸
新
幹
線
上
田
駅
誘
致

対
策
本
部
事
務
局
」
ま
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

(大
手
一
1

一
一
|
一
六
、

E

@
四
一

O
O内
線
三
一
四
)

一
上
田
市
公
告
第

η
号

一

…
国
土
利
用
計
画
法
施
行
令
(
昭
和
一

…
四
十
九
年
政
令
第
三
八
七
号
)
第
九
一

…
条
の
規
定
に
よ
る
、
昭
和
五
十
一
年
一

一
地
価
調
査
に
係
る
図
書
を
、
次
に
よ
一

…
り
一
般
の
閲
覧
に
供
す
る
。
一

一
昭
和
五
十
一
年
十
一
月
十
八
日
一

一

上

田

市

長

石

井

泉

一

一
一
、
閲
覧
場
所
上
田
市
役
所
企
画
一

…
財
政
部
企
画
課

a

…
二
、
閲
覧
日
お
よ
び
閲
覧
時
間

一
川
閲
覧
日
公
告
の
日
か
ら
三
年
一

一
聞
の
各
自
(
日
曜
日
、
祝
祭
日
、
一

一

そ

の

他

市

の

休

日

を

除

〈

)

一

…

ω閲
覧
時
間
午
前
八
時
三
十
分
一

一
か
ら
午
前
十
二
時
。
午
後
一
時
一

…
か
ら
午
後
五
時
。
(
土
曜
日
は
一

…

午

前

十

二

時

ま

で

と

す

る

)

…

…
三
、
閲
覧
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
係
一

一
員
に
申
し
出
て
、
そ
の
指
示
に
従
一

一

う

こ

と

。

一
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勲
五
等
瑞
宝
章

元
上
回
郵
便
局
集
配
課
長
代
理
、
藤

田
正
男
さ
ん
と
元
長
野
県
箸
部
、
矢

口
寿
さ
ん
が
「
勲
六
等
瑞
宝
章
」

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

小
泉
さ
ん

(
七
十
歳
、
大
字
小
泉

二
二
六
)
は
、
昭
和
十
一
年
上
回
蚕

糸
専
門
学
校
(
現
信
州
大
学
繊
維
学

部
)
へ
講
師
と
し
て
就
任
以
来
、
信

州
大
学
教
授
と
し
て
、
昭
和
四
十
六

年
退
任
さ
れ
る
ま
で
、
農
業
経
済
学

の
研
究
と
学
界
の
発
展
な
ど
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
る
と
と
も
に
、
退
任

つ

市民 の皆様には年末何かとご多忙の

折いよいよご清栄のことと拝察申しあ

げます。

皆様すでにご承知のとおり、昨年10

月公職選挙法が改正施行され、「寄付行

為の祭止等」規制を受けてまいりまし

た。私たち、市議会議員は以来法の趣

旨を体して次の事項を守ってまいるこ

とにいたしております。

従来の慣行を考えますとき、非礼に

わたることもあり得るかと存じますが

市民の皆様の深いご理解とご協力をお

願い申しあげます。

なお、虚礼廃止の申し合わせにより

年賀、寒暑見舞状も自粛致しますので

あわせてご了承のほどお願い申しあげ

しミ「
市
役
所
が
身
近
に
・
・
・
」

日
市
職
員
の
皆
さ
ん

勲
五
等
瑞
宝
章

後
も
松
本
短
期
大
学
教
授
と
し
て
、

地
域
社
会
の
教
育
、
文
化
の
向
上
に

尽
き
れ
ま
し
た
。

黒
坂
さ
ん
(
七
十
六
歳
、
大
字
前

山
五

O
五
)
は
、
昭
和
十
六
年
司
法

保
護
委
員
を
委
嘱
さ
れ
て
か
ら
今
日

ま
で
、
一
貫
し
て
更
生
保
護
事
業
に

貢
献
さ
れ
、
こ
の
間
、
豊
富
な
経
験

と
熱
意
を
も
っ
て
多
く
の
保
護
観
察

対
象
者
の
更
生
指
導
に
尽
き
れ
ま
し

た
。田

中
さ
ん

(
七
十
五
歳
、
中
央
一

J
F
y
p
v
，去、噛
~
F
J
F
V
F
J
P
S
F
-
p
v
F
t
F
d
p
v
F
d
F
t
F
j
F
d
p
d
F
J
F
J
FI--

矢

口

寿

さ

ん

附

;;i岬
f
'

』

-v
“町

民
c
p
;
…

d
s
e司

d
y
問

勲
六
等
瑞
宝
章

w

郵
便
利
用
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
鞘

徹

底

に

尽

き

れ

ま

し

た

。

山

市

矢
口
さ
ん
(
六
十
五
歳
、
中
央
北

同

三
|
四
四
五
)
は
、
昭
和
八
年
長
附

野
県
巡
査
と
し
て
就
職
以
来
、
長
野
府

県
警
部
と
し
て
昭
和
四
十
二
年
に
退
ふ

職
さ
れ
る
ま
で
、
窃
盗
・
強
盗
・
放
ふ

火
犯
人
の
検
挙
な
ど
治
安
維
持
に
貢
日

献
さ
れ
る
と
と
も
に
、
防
犯
、
交
通
話

安
全
活
動
な
ど
地
域
社
会
の
安
全
確
孟

保
に
尽
き
れ
ま
し
た
。

M

市

dr司
J
F
J
F
Y
F
Y
T
V
F
4
r
d
r
l
r
d
F
d
r
d

，勺

藤
田
正
男
さ
ん

勲
六
等
瑞
宝
章

!
八
|
一
八
)
は
、
業
界
草
創
時
代

の
昭
和
十
六
年
以
来
、
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
業
界
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
る
と
と

も
に
、
衣
生
活
を
通
じ
て
地
域
社
会

発
展
の
た
め
尽
き
れ
ま
し
た
。

藤
田
さ
ん
(
六
十
歳
、
大
字
中
之

条
九
六
!
こ
は
、
昭
和
四
年
上
回

郵
便
局
集
配
手
と
し
て
就
職
以
来
、

上
回
郵
便
局
集
配
課
長
代
理
と
し
て

昭
和
五
十
年
退
職
さ
れ
る
ま
で
、
業

務
の
正
常
確
保
な
ど
郵
政
事
業
の
発

展
向
上
に
貢
献
さ
れ
る
と
と
も
に
、vdr 

一、寄付行為は、いかなる理由をもっ

てするも全廃する。

二、慶弔(結婚式、葬儀、法要、起工

式、落成式、成人式、 出初め式、

入学式、卒業式、老人会、祭り、

花火、展覧会、共進会、各種スポ

ーツ大会などの各種会合を含む)

における祝儀、香典、生花、花輪

供物、カップなどの金品を贈るこ

とは廃止する。

三、お中元、お歳暮は廃止する。

四、災害に対する見舞のため金品を贈

ることは廃止する。

五、陳情や一般各種団体旅行などにお

ける乗物、金品、飲食の提供は行

わない。

六、以上のことは、各議員後援会の名

において行う場合も同様とする。

戸い==一回

ます。

昭和51年12月 1日

上田市議会議員一同

年
末
年
始
の
贈
物
に
「
た
ば
-
ご
を
ど
う
ぞ

今
年
も
あ
と
わ
ず
か
と
な
リ
ま
し
た

年
末
年
始
の
贈
物
に
は
、
納
町

っ
て
汗
ば
れ
る

・
た
ば

こ
」

を
利
則
し
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
か
お
口
い
に
な
る
た
ば
こ
は
、
二
十
本
人
，
品
川
て

約
十
六
円
九
十

一
銭
、
一
年
間
で
約
二
億
三
千
万
円
か
た
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""骨唱、-， 
の皆4ili民

祈いよいよ

けます。

皆様すでl

月公職選挙J

為の禁止等

だ一一(事端縦割 m73Hj ... 

た。 tムたち

旨を体して

とにいたし

従来の慣

市民の

願い申し

lナる

わな

六、以上

わたること

「
市
役
所
が
身
近
に
・
・
・
」

日
市
職
員
の
皆
さ
ん

熱
心
に
仕
事

え'】広報

市
民
の
皆
さ
ん
に
市
役
所
の
仕
事
を

体
験
し
て
い
た
だ
き
、
市
政
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に

市
民
の
市
政
参
加
を
進
め
よ
う
と
、
昨

年
に
続
き
二
回
目
の
二
日
市
職
員
」

を
十
一
月
十
五
日
実
施
し
ま
し
た
。

八
時
四
十
分
、
市
長
か
ら
辞
令
が
手

渡
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
希
望
し
た
諜
に
配

属
さ
れ
て
、
市
民
と
直
接
、
接
す
る
第

一
一
線
の
仕
事
、
公
害
課
の
苦
情
処
理
、
水

質
調
査
、
河
川
清
掃
、
福
祉
課
の
家
庭

巡
回
訪
問
な
ど
を
実
際
に
行
い
、
そ
の

後
市
長
、
助
役
を
囲
ん
で
態
談
し
ま
し

一(5)一一一昭和51年12月1日

た
。「

苦
情
処
理
で
は
、
住
民
感
情
が
入

り
大
変
む
ず
か
し
い
問
題
と
な

っ
て

い

て
お
ど
ろ
い
た
」
「
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の

仕
事
も
苦
労
の
わ
り
に
、
そ
の
誠
意
が

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
な
ど
、
心
の
ふ
れ

あ
い
の
む
ず
か
し
さ
を
感
じ
た
」
「
市
役

所
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
」
「
こ
の
体
験

を
こ
れ
か
ら
の
生
活
の
中
で
い
か
し
、

市
政
に
協
力
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
、

一
日
の
体
験
の
中
で
市
の
仕
事
に
理
解

を
い
た
だ
き
、
五
時
退
庁
さ
れ
ま
し
た
。

く泉園地区〉

追越禁止地区

国道 143号線の下産川橋の東西約 500m 

速度制限や駐車禁止区域など

ます。

進入繁止、指定方向外進入車産止

中之条地区
時間ー7，00-9帥
対象l~両ー自動車

およびrli.勘慣付日
伝胤

交通規制地区が拡大
11月20日仕)から、次の道路に、速度制限、駐車禁止、

追越禁止などの交通規制ヵ、実施されました。運転者の

皆さんはよく注意して、違反のない安全運転をしまし

ょっ。

〈神科地区〉

速度制限40kmと駐車禁止

1. 市道北小学校神科線の大星神社から金井橋まで

2 市道川原柳山口線の国道18号線山口登り口交差点

から、市道北小学校神科線との交差点を北へ約 200

m まで

市道川原柳野竹線の県営球場入口から西野竹交差

点(信号機)まで

速度制限40km

県道住吉上回線の蛇沢から国道 144号線交差点(信

号機)まで。

3 

にお

年
末
年
始
の
贈
物
に
「
士
ば
ニ
」を
ど
う
ぞ

今
年
も
あ
と
わ
ず
か
と
な
リ
ま
し
た
。

年
末
年
始
の
贈
物
に
は
、
贈

っ
て
喜
ば
れ
る

「
た
は

・
ご

を
利
用
し
ま
し
ょ
司
つ

皆
さ
ん
が
お
買
い
に
な
る
た
ば

こ
は
、
二
十
本
入
一
箱
て

約
十
六
円
九
十
一
銭
、
一
年
間
で
約
二
億
三
千
万
円
が
、
た

ば
こ
消
波
税
と
し
て
、
市
の
収
入
に
な
り
大
き
な
財
源
に
な

っ
て
い
ま
す

明
る
い
豊
か
な
住
み
よ
い
街
づ
く
り
の
た
め
に
「
た
ば

こ
」

は
是
非
、
市
内
の
た
ば
こ
屋
さ
ん
で
買
い
ま
し
ょ
う
。

c\~~ペ空
手白
話然

誇
t t 

〈神科、豊殿、神川地区〉

速度制限30km

1. 県道小諸上回線の神科笹井境橋から豊殿町吉田交

差点まで

市道久保林線の県道小諸上回線の梅が丘団地入口

東側交差点から上青木交差点まで。

市道蒼久保48号線の県道小諸上回線の梅が丘団地

入口西側交差点から同団地北側まで

市道乙青木線の久保林入口から大屋トウトク前国

道18号交差点まで

2 

3. 

¢コB

O♂~由

4 

〈上田原、塩田地区〉

速度制限40km

1. 県道上田塩回線の赤坂上から東塩田ノJ~持交付近まで
2. 市道川辺 11号線の国道 143号線交差点栄和自動車

前から小鳥部落入口まで
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お知もせ

11月9目、10日、市民会館で第16
;回老人作品展示会が行われお年寄

'りの作品とは思えぬ、みごとな作
:品が多く、おとずれた市民がおど
;ろいていました。

保
育
園
児
を
募
集

月
十
二
日
か
ら
受
付
〉

t: え

ノ¥

_~732号 制鋭脇)一一広報

来
年
四
月
に
入
園
す
る
保
育
園
児
の

入
国
受
付
を
、
下
表
の
と
お
り
、
各
保

育
園
ご
と
に
行
い
ま
す
。

入
国
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
き
め
ら

れ
た
日
に
、
希
望
す
る
保
育
園
へ
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

〈
申
込
受
付
〉

入
園
受
付
日
は
、
各
保
育
園
ご
と
に

違
い
ま
す
。
受
付
日
程
表

(
下
表
)
を

ご
覧
の
つ
え
、
通
園
に
使
利
な
保
育
園

に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
定
員
を
超
過
す
る
場
合
は

他
の
保
育
困
に
入
園
し
て
い
た
だ
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
ゑ
知
く
だ
さ

〈
入
園
条
件
〉

保
育
闘
に
入
国
で
き
る
児
童
は
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
で
す
が

つ

①
か
ら
⑤
ま
で
は
、
家
庭
の
母
親
以
外

の
人
が
児
童
を
保
育
で
き
る
場
合
は
除

か
れ
ま
す
。

①
児
童
の
母
親
が
昼
間
、
家
庭
の
外
で

仕
事
を
す
る
こ
と
が
普
通
で
、
児
童
の

保
育
が
で
き
な
い
場
合
。

②
児
童
の
母
親
が
昼
間
、
家
庭
で
児
童

と
は
な
れ
て
、
日
常
の
家
事
以
外
の
仕

事
を
す
る
こ
と
が
普
通
で
、
児
童
の
保

育
が
で
き
な
い
場
合
。
し
か
し
、
父
親

が
そ
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
て
、
か

っ

使
用
人
の
い
る
家
庭
は
除
か
れ
ま
す
。

(
内
職
を
し
て
い
る
場
合
は
、
取
引
業

者
の
証
明

)

③
母
親
が
死
亡
、
行
方
不
明
、
拘
禁
な

ど
の
理
由
で
、
母
親
の
い
な
い
家
庭
。

④
母
親
が
出
産
の
前
後
や
病
気
、
心
身

に
障
害
な
ど
が
あ
リ
、
児
童
の
保
育
が

小
作
契
約
で
も
移
譲
「
可
」

経
営
移
譲
年
金
の
後
継
者
移
譲

は
診
断
書
)

各
保
育
園
に

「
入
園
申
込
書
」
が
あ
り

⑤
児
童
の
家
庭
に
長
期
に
わ
た
る
病
人
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
民
生

や
心
身
に
障
害
の
あ
る
人
が
い
て
、
母

(児
童
)
委
員
に
記
載
、
押
印
を
い
た

親
が
い
つ
も
看
護
に
あ
た
り
、
児
童
の
だ
き
、
診
断
書
な
ど
関
係
書
類
を
添
付

保
育
が
で
き
な
い
場
合
。

し
て
、
ご
希
望
の
保
育
園
へ
申
込
ん
で

⑥
火
災
、
風
、
水
や
地
震
な
ど
の
災
害

く
だ
さ
い
。

(
民
生

(児
童
)
委
員
か

に
あ
い
、
児
童
の
保
育
が
で
き
な
い
場
ら
記
載
、
押
印
い
た
だ
く
場
合
、
受
付

合
。

近
く
な
る
と
、
こ
み
あ
う
の
で
な
る
べ

〈
入
園
手
続
〉

く

早

目

に

お

願

い

し

ま

す

。〕

警

水
曜
日
の
収
集
地
区
を
行
い
ま
す
。

〈
十
二
月
三
十
日
同
〉

木
曜
日
の
収
集
地
区
を
行
い
ま
す
。

ゴ
ミ
は
、
収
集
日
の
午
前
八
時
三
十

分
ま
で
に
、
収
集
場
所
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

新
年
の
ゴ
ミ
収
集
は
、
一
月
四
日

ω

か
ら
平
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

〈
お
問
合
せ
〉

民
生
部
清
掃
事
務
所

(
宮
@
O
六
六-一一恥

H

一時一付

央

慢

出
T
-

mm
-

柑
也

』

(母
子
手
帳
、
ま
た

毎
年
行
っ
て
い
る
年
末
の
特
別
ゴ
ミ

収
集
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
早
目
に

大
掃
除
を
す
ま
せ
、
で
き
る
だ
け
定
期

収
集
日

(
十
二
月
二
十
八
日

ω
)ま
で

に
だ
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
十
二
月
ニ
オ
九
日
附
〉

園 名 期日 園 名 期日

東 部保育園 l月12日 塩田北保育園 19日

111 辺 " 12日塩田西" 19日

塩 尻 " 12日 浦 里" 20日

泉 回 " 13日 白 銀" 20日
神川第一 " 13日 泉 " 20日

神川第二 " 13日 室 カ貝ロ

" 20日
神科第一 " 14日 城 下" 17日

神科第二 " 14日 国 分" 13日

豊 殿 " 14日 ときわ " 17日
南 部 " 17日下之条" 12日

~t " 17日 甘
ヨE帽各- 園 21日

梅が丘 " 18日芙蓉保育園 21日

若 葉 " 18日 聖ミカエn保育園 21日

かしわ " 18日 歓 喜 園 24日

西塩田 " 一楽寺保育園 M
ふた ば IJ 19日西丘保育園 24日

入園受付日程表
希
望
者
は
、
市
役
所
一
階
保
健
予
防

謀
、
ま
た
は
塩
田
、
川
西
存
文
所

へ
検

診
当

H
か
前
日
に
、
千
円
安
」
添
え
て
申

込
ん
で
く
だ
さ

い
。

教
育
委
員
会
で
は、

ス
キ
|
校
術
の
向

上
を
図
り
な
が
ら
、
厳
し
い
向
然
の
中

で
の
規
律
あ
る
集
団
生
活
を
と
お
し
、

ね
ば
り
強

い
心
と
か
ら
だ
を
、
ま
た
、

便喜
:所③
ゆと5
~， ~ 

f29;i~' さ
日と
まり
で

毎
年
、
年
末
は
、
各
家
庭
や
事
業
所

な
ど
の
便
所
の
く
み
取
り
が
集
中
し
、

受
入
れ
や
処
理
に
支
障
を
き
た
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

今
年
は
「
十
二
月
二
十
日
間
」
か
ら

パ
キ
ュ
ウ
ム
カ
!
の
搬
入
受
付
時
間
を

朝
夕
延
長
し
、
計
画
的
に
処
理
し
て
行

き
ま
す
の
で
、
各
家
庭
、
事
業
所
な
ど

で
も
、
早
目
に
配
慮
さ
れ
遅
く
と
も
十

二
月
二
十
日
間
頃
ま
で
に
、
く
み
取
り

業
者
に
申
込
み
、
二
十
九
日
嗣
ま
で
に

く
み
取
り
が
終
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

処
理
場
も
十
二
月
二
十
六
日
の
日
曜

日
は
、
平
常
ど
お
り
業
務
を
行
い
、
し

尿
搬
入
、
処
理
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
く
よ

う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

〈
お
問
合
せ
〉

上
小
衛
生
施
設
組
合
(
宮
@
二
三
三
九

官

i

?

F

吋

寝
返
禁
止
区
域

原
峠
保
養
園
を
中
心
に
、
半
径
五
O

O

m

(面
積
五
八

M
)
の
地
区
が
図
児

の
危
険
防
止
の
た
め
、
銃
猟
禁
止
区
域

に
な
り
ま
し
た

の
で
、
狩
猟
関
係
者
は

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

〈禁
止
期
間
〉

昭
利
五
十

一
年
十

一
月
一

日
か
ら
同

和
六
十
一
年
十
月
三
十

~
日
ま
で
。

ー
ム
な
と
。

〈
指
導
者
〉

全
日
本

ス
キ

l
述
盟
公
ぷ
指
必，
H
、

教
育
委
以
会
体
打
点
腕

μ
‘



，第732ちーー一一一

市 - ~・と牝
じ {~入 。 も d
;; fi置l あ C
t ~ 関条 りず
かに件 ま F
L 入 〉 す』

話嗣 のノ
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F次さ

者
の
証
明

)

③
母
親
が
死
亡
、
行
方
不
明
、
拘
禁
な

ど
の
理
由
で、

母
親
の
い
な
い
家
庭
。

④
母
親
か
出
産
の
前
後
や
病
気、

心
身

に
障
害
な
ど
が
あ
り
、
児
童
の
保
育
が

小
作
契
約
で
も
移
譲
「
可
L

経
営
移
譲
年
金
の
後
継
者
移
譲

だ 保描縦割 第732ち』

村
山
品
移
ぷ
年
金
の
後
徽
者
移
譲
の
要

件
か
、
米
年

一
月
か
ら
大
幅
に
緩
和
さ

れ
ま
す
。

今
ま
で
、
後
継
者
移
譲
の
場
合
、
自

作
地
は
、
所
布
権
の
移
転
し
か
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
使
用
収
益
権
の

設
定

(小
作
契
約
)
で
よ
い
事
に
な
り

ま
す
の
で
、
生
前
一
括
贈
与
の
問
題
な

ど
腕
々
の
支
障
が
あ
っ
て
移
譲
で
き
な

か
っ
た
方
も
、
経
営
移
譲
が
可
能
と
な

り
ま
す
の
で
、
も
う
一
度
検
討
し
て
い

た
だ
き
、
来
年
か
ら
受
給
で
き
る
よ
う

に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

え'】一(7)-一一昭和51年12月1日 広 報

使用目的を明 らかに

戸籍謄本の交付手続き

2 月 1日 カ、 ら --=1  

特
に
大
正
五
年
、
六
年
、
七
年
生
れ

の
方
は
、
早
自
に
手
続
き
し
て
そ
だ
さ

詳
し
く
は
、
市
役
所
農
業
委
員
会
事

務
局
で
個
別
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
の

で
、
早
目
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

(
宮

@
四
一
O
O
内
線
三
三
七
有
線
②
O
七

六
一
)

今
月
の
婦
人
検
診
(
子
宮
ガ
ン
)
は

十
二
月
十
日
幽
で
す
。

東 部保育園

川辺 11

塩尻

泉田

神川第一

神川第二

神科第一

神科第二

豊殿

南部

北

梅が丘

若葉

かしわ

西塩田

ふたば

塩田中央

11 

11 

11 

希
望
者
は
、
市
役
所
-
階
保
健
予
防

謀
、
ま
た
は
塩
田
、
川
西
各
支
所

へ
検

診
当
日
か
前
日

に、

千
円
を
添
え
て
申

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〈
担
当
医
院
〉

午
前
H
H
国
立
東
信
病
院
、
上
田
市
産
院

竹
内
産
婦
人
科
、
新
美
産
婦
人
科

午
後

1
三
浦
産
婦
人
科
、
市
川
産
婦
人

科
、
長
岡
産
婦
人
科

一
日

l
高
橋
産
婦
人
科
、

三
好
町
産
婦

人
科
、
豊
田
産
婦
人
科
、
共
立
産
婦

人
科

い
よ
い
よ
ス
キ
l
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

有線

12月と 2月は県下いっせいねずみ駆除月間

快適な生活環境をつくるため不衛生なねずみを一

匹残らず退治しよう 。

11 

11 

11 

11 

11 

11 

12月 1日から、戸籍謄本の手続きの方法が次のよ

うに改正されました。

①他人の戸籍や除籍の謄本を請求するときは、「請求

の事由」つまり何の目的に使用するかを具体的に

示していただきます。 その目的が適当でないとき

は、謄本を発行しないときがあります。

②戸籍や除籍の閲覧は、できなくなりました。

この改正は、他人が戸籍を不当に利用して、個人

のプライノ〈シーをf是害することを防くため行われた

ものです。

また、戸籍、除籍などの交付手続きのさい「本人

といつ わったリ Jrうそ」の使用目的で交付を受けた

ときは、 言nっせられることがあります。
郵便で請求する場合の手数料は、必ず現金書留か

郵便局の定額小為答で納めてください(11月16日の広

報でお知らせできなかったことをおわびします)

〈お問合せ〉

民生部市民課戸籍係 (n@4100内線 275

②0701) 

ねずみを退治し よう

教
育
委
員
会
で
は
、
ス
キ
ー
技
術
の
向

上
を
図
リ
な
が
ら
、
厳
し
い
自
然
の
中

で
の
規
律
あ
る
集
団
生
活
を
と
お
し
、

ね
ば
り
強
い
心
と
か
ら
だ
を
、
ま
た
、

お
互
い
の
友
情
を
高
め
よ
う
と
次
に
よ

り
「
少
年
ス
キ
|
教
室
」
を
聞
き
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
人
は
、
早
目
に
申
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

〈
対
象
者
〉

小
学
校
六
年
生
で
、
ス
キ

l
経
験
が

あ
り
、
集
団
生
活
に
つ
い
て
い
け
る
人

〈期

日

〉

五
十
二
年
一
月
六
日
閥
、
七
日
樹
、

八
日
出。

〈会

場

〉

菅
平
ス
キ
|
場
、
雲
嶺
荘
。

〈内

容

〉

実
技
講
習
と
映
画
、
話
し
合
い
、
ゲ

品名 単 位 安 値 高 値

士丁
庖頭 6(64488円) 6(78000円) 

18.e 
配達 6(78000円) 7(73500円) 

t由
四叫配達i!???!日 7(7，6，06000円) 

フ。ロノぞン 5ms l(l，7，72300円) l(l，7，75500円) 

灯油・プロパン情報協力庖価格(12月5日以後)
( ) 
|勾

は
12 
月
4 
日

ま

グ〉

価
俗
で
す

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

〈禁
止
期
間
〉

昭
和
五
十
一
年
十
一
月
一
日
か
ら
昭

和
六
十
一
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
。

ー
ム
ト
向。
y
コ

ハ
指
導
者
〉

全
日
本
ス
キ

l
連
盟
公
認
指
導
以
、

教
育
委
員
会
体
育
課
職
員
。

〈費

用
〉

一
人
五
千
円
(
往
復
貸
切
ハ
ス
代
、

一
泊
三
食
付
宿
泊
費
、
資
料
代
、
ス
ポ

ー
ツ
傷
害
保
険
な
ど
一
切
を
含
む
)

〈
申
込
み
・
お
閉
会
せ
〉

十
二
月
十
日
幽
か
ら
受
付
、
保
護
者

承
認
の
う
、
ぇ
、
会
費
、
印
鑑
を
持
参
し

て
教
育
委
員
会
体
育
課
体
育
振
興
係
へ

申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
し

だ
い
締
め
切
り
ま
す
。

(
宮
@
四
一
O

O
内
線
五
五
五
)

版完備絡に変動かあった場合は、 広報うえだでお知らせします。

上
回
郵
便
局
で
は
、
年
賀
ハ
ガ
キ
、

贈
答
用
小
包
の
区
分
配
達
な
ど
の
ア
ル

バ
イ
ト
を
募
集
し
ま
す
二
般
男
子
学

生
会
ど
、
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
。
お
早

目
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

〈申
込
先

・
お
閉
会
せ
〉

上
回
郵
便
局
庶
務
会
計
課

(
宮
@
O

O
七
七
)

iお冊 の 市
j早 の 「民
i目 こ家課
Eにつ計で
iど て 簿あ
2うい 」 つ
iぞまがせ
i す 40ん
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差別の実態

差
別
の
正
し
い
認
識

差
別
観
念
は
、
遅
れ
た
人
々
だ
け
で

な
く
、
多
く
の
人
々
の
間
に
広
く
ゆ
き

わ
た
っ
て
い
ま
す
。
性
別
・
学
歴
・
病

気
や
身
体
の
欠
か
ん
な
ど
に
よ
る
い

ろ
い
ろ
の
差
別
が
あ
り
ま
す
。
し
か
も

そ
れ
ら
が
私
た
ち
を
と
ら
え
て
は
な
し

ま
せ
ん
。

部
落
に
対
す
る
差
別
だ
け
あ
っ
て
、

そ
の
他
の
問
題
に
対
す
る
差
別
は
、
ま

っ
た
く
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
ま

せ
ん
。
逆
に
、
そ
の
他
の
差
別
だ
け
が

あ
っ
て
、
部
落
差
別
だ
け
が
解
消
す
る

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
情
緒
・

伝
統
・
習
慣
な
ど
と
い
っ
た
も
の
が
、

私
た
ち
の
頭
の
中
で
積
み
か
き
な
り

根
強
い
観
念
を
形
づ
く
り
、
そ
れ
が
社

会
全
体
の
意
識
と
な
っ
て
、
私
た
ち
を

差
別
観
念
の
と
り
こ
に
し
て
い
る
の
で

す。
差
別
観
念
を
形
づ
く
る
過
程
は
、
こ

れ
で
わ
か
っ
た
と
し
て
、
そ
れ
を
支
え

る
土
台
は
い
っ
た
い
な
ん
で
し
ょ
う
。

そ
れ
は
、
被
差
別
部
落
の
今
日
の
姿
そ

の
も
の
で
す
。
非
常
に
み
じ
め
で
、
非

人
間
的
な
被
差
別
部
落
の
生
活
の
実
態

そ
の
も
の
が
土
台
と
な
っ
て
、
そ
の
う

え
に
伝
統
・
習
慣
な
ど
が
作
用
し
て
、

差
別
観
念
を
固
定
し
て
い
ま
す
。

差
別
事
件
を
お
こ
し
た
人
が
、
そ
の

弁
明
と
し
て
「
差
別
す
る
気
持
は
、
す

こ
し
も
な
か
っ
た
。
無
意
識
で
や
っ
た
」

と
必
ず
の
よ
う
に
い
い
ま
す
。

し
か
し
、
無
意
識
で
差
別
を
す
る
と

い
う
ほ
ど
に
、
私
た
ち
の
差
別
観
念
の

強
き
、
根
深
さ
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

被
差
別
部
落
の
生
活
実
態
は
、
市
民

的
権
利
|
就
職
の
機
会
均
等
、
教
育
の

機
会
均
等
、
居
住
の
自
由
な
ど
ー
が
、

Tゴ

-・
‘ ‘ ‘ ‘ ‘ ‘ ‘ 、
‘ ‘ 、
‘ ‘ ‘ ‘ ‘ ‘ ‘ ‘ ‘ ‘ ‘ ‘ ‘ ‘ ‘ ‘ 旬、
‘ ‘ 旬、
‘ ‘ 崎、
‘ ‘ ‘ ‘ 旬、
‘ ‘ ‘ 、
‘ h 崎、
岡
崎

‘ ‘ ‘ ‘ ‘ 同句、
‘ ‘ 同
‘ 崎町
句、
‘ ‘ 岡崎
町
h 
h 

‘ ‘ h 
‘ ‘ 旬、
‘ ‘ ‘ ‘ ‘ ‘ 崎、
‘ ‘ ‘ ‘ ‘ ‘ ‘ h h 
句

‘ ‘ ‘ ‘ 同、
‘ ‘ ‘ ‘ ‘ ‘ ‘ ‘ ‘ ‘ ‘ 

八

竹
花
ツ
キ
さ
ん

池
田
茂
夫
き
ん

小
平
次
男
さ
ん

畑
中
義
信
さ
ん

北
村
耕
司
さ
ん

水
沢
安
延
さ
ん

平
野
よ
志
さ
ん

林

久

さ

ん

西
川
二
習
さ
ん

林
よ
ね
子
さ
ん

清
水
猶
二
き
ん

古
平
喜
美
さ
ん

鈴
木
繁
人
さ
ん

金
子
一
信
さ
ん

赤
羽
カ
ル
き
ん

小
林
乃
ぶ
子
さ
ん

渡
辺
勢
記
さ
ん

尾
沼
ケ
サ
ジ
き
ん

鈴
木
孝
子
き
ん

犬 岩林小上仁 小平中新院下下手中倉中
日森 清 之室古向井 本小
木 水郷泉賀回 泉寺組町内郷島塚野升組

えつ

、.

報広日
可
抑
制
m
M
使
話
小
須
田
ひ
な
さ
ん

駒
山
小
出
ヒ
サ
さ
ん

一
清
水
み
な
と
き
ん

一
間
島
よ
そ
き
ん

一
関
梅
太
郎
さ
ん

一
上
原
婦
ぢ
さ
ん

一
母
袋
信
さ
ん

問

中

央

西

一

作
も

υザ
青
山
肺
線
子
さ
ん

i

，

掛

吊

眼

宮

崎

四

刊

d

-

(

拓
判
断
町
)
止
u
止
u

次
の
方
々
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
n

(

十
月
三
十
一
日
現
在
)

上
川
原

御

所
岩

門
富

島

上
青
木

下
之
条

(
北
大
手
)
八
七

久
保
林

長

島

大
久
保

院

内
国

分

大

屋

御

所

上
塩
尻

大

屋

八
八
七
三
五
七
八
八
八
三
八
六

西
沢
冨
太
郎
さ
ん

細
谷
茂
男
さ
ん

一国
沢
理
恵
子
さ
ん

小
野
万
婦
さ
ん

樋
口
信
夫
き
ん

西
入
タ
ケ
オ
き
ん

山
岸
と
よ
み
さ
ん

内
山
定
四
郎
さ
ん

鳥
居
専
三
さ
ん

清
水
太
郎
さ
ん
常
磐
城
三
(
諏
訪
部
)
六
七

三

井

イ

マ

子

さ

ん

金

井

六

O

中

山

吾

郎

き

ん

築

地

七

八

峰

岸

藤

九

郎

き

ん

大

屋

七

一

金
沢
勝
子
さ
ん
中
央
三

(原
町
)
七
四

三
橋
実
奈
さ
ん

緑
が
丘
二
乃
緑
が
丘
北

)

O

上

谷

は

つ

い

さ

ん

大

屋

七

五
七八七六七九 四八
七三八四四 O 七 O 四

山右

下

太
田
重
さ
ん

近
藤
清
重
き
ん
天
神
四
(
南
天
神
町
)
六
六

若

林

守

子

さ

ん

築

地

五

五

高

橋

治

平

さ

ん

大

屋

七

二

中

曾

根

大

五

郎

き

ん

野

竹

八

四

中

山

一

き

ん

秋

和

三

九

山
崎
寅
雄
さ
ん
天
神
一
(
北
天
神
町
)
七

O

近

藤

重

蔵

さ

ん

中

野

六

八

柘
植
ヨ
ソ
さ
ん大
手
二
(
大
手
町
)
八
一

岩

附

竹

よ

さ

ん

東

前

山

七

六

金
井
お
の
ぶ
さ
ん
神
科
山
口
五
八

小

林

久

、

え

さ

ん

諏

訪

形

四

八

宮

崎

久

さ

ん

神

畑

七

二

砥
石
吉
雄
さ
ん

緑
が
丘
三
(
緑
が
丘
西
)
七
一

荻

原

政

栄

き

ん

蛇

沢

五

六

不
完
全
に
し
か
、
国
や
自
治
体
が
保
障

し
て
い
な
い
た
め
に
、
も
た
ら
さ
れ
た

の
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
内
閣
の
諮
問

機
関
で
あ
る
同
和
対
策
審
議
会
が
、
明

確
に
答
申
し
て
い
ま
す
。
(
昭
和
四
十
年
)

部
落
差
別
は
、
ひ
と
り
部
落
民
に
と

っ
て
の
み
の
不
幸
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

差
別
を
加
え
て
い
る
人
に
と
っ
て
も
、

非
常
に
不
幸
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

差
別
を
加
え
る
人
は
、
人
聞
を
人
間

と
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
ば
か
り

か
、
経
済
的
に
も
、
大
き
な
損
失
を
こ

う
む
っ
て
い
る
の
で
す
。

六八八六七七八五七五七七七八八七三六六
六O五七四六四 O 九二七八 O 一五三七七九

今
月
の
伝
説
と
ニ
ろ
ど
ニ
ろ

「
蘇
民
将
来
」

同
日

1
上
田
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
、

午
後
六
時
o

m
日

l
三
有
線

今
月
は
市
税
完
納
月
間

市
税
の
納
入
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
、
ご
協
カ
に
よ
り
、
順
調

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
月
は
、

「
市
税
完
納
月
間
」
で
す
。
種
々
の

事
情
で
納
入
が
遅
れ
て
い
る
人
は
、

年
内
に
納
入
さ
れ
る
よ
う
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

マ
今
月
は
、
国
定
資
産
税
三
期
分
と

国
民
健
康
保
険
七
期
分
で
す
。
二
十

一
ー
五
日
ま
で
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い

。
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